
平成31年度システム£科学府生物関係3講座（生命医科学、 ρ生命科学、生命理学）
専門科目・筆記試験問題

発生生物学 ( 1/2) 
（注意）問題［1] [2］はそれぞれ別の答案用紙に解答すること。

[ 1 J 次の文章を読み、以下の聞いに答えなさい。（計50点）

受精後、アフリカツメガエル腔は成長を伴わなし冶同調的で早い 12回の細胞分裂（卵割）や繰り返す。

12回の卵割の後、細胞分裂の同調性が失われて細胞周期が伸長するとほぼ同時に、接合子からの転写が

始まる。これら一連の現象は中期胞区選移（MBT）とよばれる。

Newp01tらはアフリカツメガエノレにおける MBTが起きる計時機構について下記（実験1）から（実験

5）の実験を行い、 MBTが起きるタイミングは核と細胞質の比に依存していることを示した。

（実験1）アフリカツメガエノレ怪の割球を解離しでも MBTが起きる時期に変化がなかった。

（実験2）アフリカツメガエル受精卵を②サイトカラシンB存在下で培養しでも MBTが起きる時期に大

きな変化はなかった。

（実験3）怯アマニチンをアフリカツメガエル1細胞期医に注入しても MBTが起きる時期に大きな変化

はなかった。

（実験4）右図のAから Fに示すように、アフリカツメガエル

受精卵をへアノレーブoで部分的に結索して目玉の半分側

のみで卵割させた後、 8細胞期になってから核のひと

つを反対側に移動させて反対側でも卵割をおこさせ
事
務
ロ
噛

た。

（実験5）人工的に多精受精させたアフリカツメガエル目玉を用

いてMBTが起きる時期を調べた。

問！.下線部①に記した細胞分裂（卵割）と ES細胞などの培養

細胞で見られる通常の体細胞分裂との細胞周期の様式の

違いを答えなさい。 (I 0点）

問2.下線部②のサイトカラシンBは細胞骨格系にどのような影響を与えるかを答えなさい。またアフリ

カツメガエノレの!J"ll割にどのような影響を与えるかを答えなさい。 (10点）

問3. （実験3）からどのようなことが示唆されるか答えなさい。 (IO点）

問4. （実験4）の概略図中Fの結索脹の右側と左側を比較すると、

えなさい。 (10点）

どちらが早く MBTが起きるかを答

問 5 （実験5）において、正常な受精をした脹と多精受精させた腔を比較すると、 MBTがおきる時期

はどのようになるかを答えなさい。 (I 0点）
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平成31年度システムζ〉科学府生物関係3講座（生命医科学、ご子生命科学、生命理学）
専門科目・筆記試験問題

発生生物学（2/  2) 
（注意）問題［1] [2］はそれぞ、れ別の答案用紙に解答すること。

[2］ショウジョワパエの発生について、次の図を参照し以下の問いに答えなさい。（計50点）
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( 1 ）図 1~5 は、ショウジョウパエの受精卵（図 1 ）から形態形成運動が始まる前（図 5 ）までの

怪の縦断面を示している。この腔の腹側は図の上下左右のどちら側か答えなさい。（3点）

( 2）膝の前側f将来の頭側）は図の上下左右のどちら側か答えなさい。（3点）
( 3）脹の前端には図1の時期には、 bicoidと呼ばれる母性効果遺伝子のmRNAが局在してお

り、その翻訳が始まる。 Bicoidタンパク質は図4の時期には脹内でどのように分布するよ

うになっているか簡潔に説明しなさい。（6点）

(4）母性効果遺伝子とはどのような遺伝子か簡潔に説明しなさい。（6点）

( 5）図3の右端に見られる怪から突出した細胞は、何と呼ばれ、将来はどういった細胞にな

るか、簡潔に答えなさい。（6点）

(6）図 3, 4の時期の腔は、ともに何と呼ばれるか答えなさい。（3点）

( 7）図5の時期の怪は、何と呼ばれるか答えなさい。（3点）

' ( 8）図5の怪はその後、発生が進むと長方形で固まれた細胞シ｝トに図6の横断面図で示す

ような変形が起こる。このとき脹内部に入り込んだ矢印で示した部分の細胞はどういう組

織になるか答えなさい。（3点）

( 9）怪の背面か腹面かいずれかの1層の匪の上皮細胞シートの一部の細胞から将来の神経細

胞が分化し脹内部に入り込む。座内部に入り込んだ神経細胞は腔の前後に梯子状につなが

って中枢神経系を形成するがそれは、何と呼ばれるか答えなさい。（3点）

(1 0) (9）にある 1層の目玉の上皮細胞シートを構成する全ての細胞では図7に示すような遺

伝子が発現している。細胞表面には、膜結合型のリガンド分子Delねとその受容体Notch

が発現している。また、 NotchはDeltaを受容すると Neur刀geninの発現を抑制し、

Neぼ oge凶nはDeltaやNeuroDの発現を促進する。 NeuroDの発現が進行するとその細胞は

神経細胞へと分化するが、進行しないと上皮細胞のままである。このことを参照にして、

この怪の上皮細胞シートを構成する細胸群から一定の割合じた神経細胸が分化してくる仕

組主主を簡潔に説明しなさい。（1 4点）
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